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   A

　
セ
ミ
ナ
ー
　
共
に
生
き

る
社
会 

〜
障
害
者
雇
用
の

視
点
か
ら
〜 

民
間
事
業
者
に
対
し
、
働
く

意
欲
と
能
力
の
あ
る
障
害
者

の
雇
用
・
就
労
支
援
の
た
め

の
啓
発
普
及
を
図
り
、
企
業

倫
理
の
向
上
に
つ
な
げ
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
行
政
、
障

害
者
福
祉
従
事
者
、
障
害
者

雇
用
主
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
講
演
を
い
た
だ
く
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。 

日
時
／
７
月
10
日
（土） 
13
時
〜 

場
所
／
紫
雲
英
の
郷
（
八
女

市
） 

1
０
９
４
３
―
２
３
―
９
９
９
９ 

※
入
場
無
料 

お
問
い
合
わ
せ
‥
（社）
八
女
青

年
会
議
所 

1
０
９
４
３
―
２
４
―
４
０
２
２ 

A

　
７
月
公
開
例
会
　
世
界

一
親
子
で
受
け
た
い
授
業 

〜
地
球
の
た
め
に
で
き
る
こ

と
〜 

久
留
米
工
業
大
学
の
井
上
利

明
教
授
を
迎
え
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
地
球
環
境
の
関
わ
り
に

つ
い
て
解
り
や
す
く
教
え
て

い
た
だ
き
ま
す
。
私
た
ち
が

地
球
の
た
め
に
出
来
る
こ
と

を
親
子
で
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。
会
場
に
は
、
ソ
ー
ラ
ー

カ
ー
や
電
気
自
動
車
も
や
っ

て
き
ま
す
よ
。 

日
時
／
７
月
11
日
（日） 
12
時
〜 

場
所
／
ふ
じ
の
里
（
黒
木
町
）

1
０
９
４
３
―
４
２
―
３
３
２
０ 

※
入
場
無
料 

お
問
い
合
わ
せ
‥
（社）
八
女
青

年
会
議
所 

1
０
９
４
３
―
２
４
―
４
０
２
２ 

A

　
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
園
ビ
ー

ル
＆
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ツ
ア
ー

飲
み
放
題
！
食
べ
放
題
！ 

出
発
日
／
７
月
10
日
（土） 

募
集
人
員
／
１
０
０
名
〜
１

日
限
り
の
限
定
企
画
の
為
、

定
員
に
な
り
次
第
、
受
付
を

終
了
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

ご
旅
行
代
金
（
大
人
お
一
人

様
）
／
羽
犬
塚
駅
発
着 

４

９
０
０
円
。
こ
ど
も
料
金
の

設
定
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。 

日
程
／
羽
犬
塚
駅
・
11
時
47 

分
発
↓
竹
下
駅
・
12
時
38
分

着
↓
お
食
事
【
90
分
の
食
べ

飲
み
放
題
】
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル

園
13
時
〜
14
時
45
分
↓
竹
下

駅
・
15
時
13
分
発
↓
羽
犬
塚

駅
・
16
時
16
分
着 

※
列
車
は
全
て
自
由
席
で
す
。

座
席
に
座
れ
な
い
場
合
が
ご

ざ
い
ま
す
の
で
予
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。 

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
せ 

‥
Ｊ
Ｒ
九
州
　
羽
犬
塚
駅 

1
０
９
４
２
―
５
２
―
５
０
９
０ 

A

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集 

車
椅
子
使
用
者
と
健
常
者
が

一
緒
に
踊
る
車
椅
子
レ
ク
ダ

ン
ス
の
体
験
教
室
を
開
催
し

ま
す
。 

日
時
／
７
月
23
日
（金）
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分 

会
場
／
八
女
市
社
会
福
祉
会

館 主
催
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
車
椅
子
レ
ク

ダ
ン
ス
普
及
会 

受
講
料
無
料
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
関
心
の
あ
る
人
な
ら
誰

で
も
Ｏ
Ｋ
。
ダ
ン
ス
の
経
験

は
無
く
て
も
構
い
ま
せ
ん
。 

車
椅
子
使
用
者
の
方
も
積
極

的
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。 

今
後
八
女
市
で
車
椅
子
利
用

者
の
方
達
と
の
活
動
を
開
始

し
ま
す
。 

申
込
・
問
合
せ
‥
黒
木 

1
０
９
０
―
８
９
０
０
―
９
４
９
２ 

A

　
ミ
ニ
健
康
教
室 

と
き
／
７
月
24
日
（土） 
14
時
〜

15
時 

と
こ
ろ
／
川
h
病
院 

５
階

　
第
１
会
議
室 

テ
ー
マ
：
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
講
師
：

今
村
淳
子
（
作
業
療
法
士
）
、

定
員
：
40
名
、
無
料
、
要
予

約
・
連
絡
先
：
樋
口
・
石
内 

1
０
９
４
３
―
２
３
―
３
０
０
５ 

A

　
西
日
本
新
聞
エ
リ
ア
セ

ン
タ
ー
主
催
「
絵
葉
書
コ
ン

テ
ス
ト
」
大
募
集
！ 

西
日
本
新
聞
で
は
、
心
あ
た

た
ま
る
絵
葉
書
を
募
集
い
た

し
ま
す
。
小
中
学
生
な
ら
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。 

応
募
方
法
／
官
製
ハ
ガ
キ
に

作
品
を
描
い
て
、
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
学

校
名
・
学
年
を
明
記 

テ
ー
マ
／
夏
休
み
の
思
い
出 

送
付
先
／
久
留
米
市
東
合
川

３
丁
目
10
―
１
西
日
本
新
聞

エ
リ
ア
グ
ル
ー
プ
筑
後
内
「
西

日
本
新
聞
絵
葉
書
コ
ン
テ
ス

ト
」
係 

締
め
切
り
／
９
月
10
日
（金）
必

着 

   A

　
本
革
製
名
入
れ
キ
ー
ホ

ル
ダ
ー 

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
革
製
品

を
製
造
販
売
す
る
リ
ー
プ
ア

ッ
プ
カ
ン
パ
ニ
ー
よ
り
、
本

革
製
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
に
名

入
れ
を
し
て
10
名
の
方
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
店
内
に

は
使
い
込
む
ほ
ど
に
馴
染
ん

で
く
る
丈
夫
な
サ
ド
ル
レ
ザ

ー
を
用
い
た
様
々
な
手
縫
い

の
商
品
や
、
八
女
仏
壇
の
彫

金
師
が
作
る
シ
ル
バ
ー
ア
ク

セ
サ
リ
ー
も
展
示
販
売
し
て

い
ま
す
。 

八
女
市
本
町
３
４
６
―
１
０ 

営
業
時
間
／
10
時
〜
19
時 

1
０
９
４
３
―
２
３
―
０
６
７
７ 

       

ご
希
望
の
方
は
ハ
ガ
キ
で
東

兄
弟
印
刷
所
ま
で
。
お
店
に

受
け
取
り
に
行
け
る
方
に
限

り
ま
す
。
応
募
多
数
の
場
合

は
抽
選
。
応
募
締
め
切
り
７

月
15
日
。 

A

　
な
ぜ
、
子
ど
も
は
ピ
ー

マ
ン
が
嫌
い
な
の
か
？ 

　
　
　
　
　
幕
内
　

秀
夫
　

著 

子
ど
も
が
野
菜
を
食
べ
て
く

れ
な
い
と
悩
む
お
母
さ
ん
。

こ
の
本
が
そ
ん
な
悩
み
を
解

決
し
て
く
れ
ま
す
。
お
金
も

気
合
い
も
時
間
も
か
け
ず
に

家
族
の
心
と
体
が
元
気
に
な

る
70
点
の
食
育
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。
西
日
本
新
聞
社
出

版
部
　
定
価
８
４
０
円
税
込
、

２
名
の
方
に
プ
レ
ゼ
ン
ト 

      

ご
希
望
の
方
は
ハ
ガ
キ
で
東

兄
弟
印
刷
所
ま
で
。
現
品
の

発
送
を
も
っ
て
発
表
と
し
ま

す
。
応
募
多
数
の
場
合
は
抽

選
。
応
募
締
め
切
り
７
月
15

日
。 

 

お
茶
の
効
能 

 

第
２
回 

ア
レ
ル
ギ
ー
を
抑
え

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
下
げ
る 

・
ア
レ
ル
ギ
ー
を
抑
え
る 

　
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
に
深
く

関
与
し
て
い
る
抗
体
を
マ
ウ

ス
に
注
射
し
茶
を
投
与
し
た

後
、
抗
原
を
注
射
し
た
と
こ

ろ
明
ら
か
に
ア
レ
ル
ギ
ー
が

抑
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。 

　
野
菜
茶
業
研
究
所
の
研
究

で
花
粉
症
の
予
防
に
メ
チ
ル

化
カ
テ
キ
ン
含
有
量
の
多
い

品
種
「
べ
に
ふ
う
き
」
の
お

茶
を
飲
む
と
効
果
が
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
。 

・
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
下
げ

る 　
血
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

や
中
性
脂
肪
な
ど
の
血
中
脂

質
の
増
え
過
ぎ
は
、
動
脈
硬

化
、
大
動
脈
瘤
、
あ
る
い
は

心
筋
梗
塞
、
狭
心
症
な
ど
を

引
き
起
こ
す
原
因
に
な
り
ま

す
。
茶
に
含
ま
れ
る
カ
テ
キ

ン
に
は
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値

の
上
昇
を
抑
制
す
る
働
き
が

あ
り
ま
す
。
し
か
も
、
カ
テ

キ
ン
は
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
（
Ｌ
Ｄ
Ｌ
）
だ
け
減
少
さ

せ
、
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

（
Ｈ
Ｄ
Ｌ
）
は
減
ら
し
ま
せ

ん
。
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
心

配
な
方
は
お
茶
を
よ
く
飲
み

ま
し
ょ
う
。 

福
岡
県
茶
業
振
興
推
進
協
議
会 

事
務
局
長
　
中
村
　
晋
一
郎 

八女茶で健康 

やめ茶丸 

　
家
庭
菜
園
を
す
る
人
な
ら

Ｊ
Ｒ
道
路
稲
富
信
号
を
待
つ

時
、
き
っ
と
気
づ
く
と
思
い

ま
す
。
梶
原
さ
ん
の
露
地
で

作
ら
れ
る
作
物
全
て
が
驚
異

の
成
長
を
す
る
か
ら
で
す
。

作
り
主
は
、
一
般
建
築
を
主

と
す
る
梶
原
建
設
の
代
表
者

で
、
筑
後
市
前
津
の
果
樹
が

茂
る
広
い
作
業
場
で
そ
の
秘

訣
を
尋
ね
ま
し
た
。
軽
い
気

持
ち
で
切
り
出
し
た
の
で
す

が
ご
主
人
は
自
分
の
仕
事
、

人
生
に
強
い
自
信
と
信
念
を

持
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。 

　
園
芸
も
商
売
も
子
育
て
も

基
本
は
同
じ
、
曰
く
園
芸
も

商
売
も
ま
ず
楽
し
く
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
商
売
も
利
を

先
に
考
え
て
い
て
は
成
立
し

な
い
。
園
芸
も
沢
山
実
を
な

ら
せ
よ
う
と
し
て
は
い
け
な

い
。
育
て
る
過
程
を
楽
し
む

こ
と
で
結
果
は
自
然
と
つ
い

て
き
ま
す
。
楽
し
い
園
芸
（
人

生
）
に
す
る
に
は
そ
れ
な
り

の
工
夫
、
努
力
が
い
り
ま
す
。

親
枝
が
い
つ
ま
で
も
元
気
で

茂
り
す
ぎ
る
と
子
枝
が
育
た

な
い
。
樹
木
も
整
枝
剪
定
が

必
要
で
す
。
丁
度
移
植
し
た

晩
白
柚
に
い
っ
ぱ
い
花
を
つ

け
て
い
ま
し
た
。
木
も
危
機

管
理
が
で
き
て
、
子
孫
を
残

そ
う
と
す
る
本
能
が
働
く
の

で
し
ょ
う
。
実
つ
き
が
悪
い

木
は
少
し
根
を
切
る
等
い
じ

め
て
や
る
と
次
の
年
よ
く
実

を
つ
け
ま
す
。
人
間
も
過
保

護
で
育
て
る
と
ひ
弱
な
人
間

し
か
育
ち
ま
せ
ん
。
植
物
（
人

間
）
の
育
つ
土
壌
（
環
境
）

作
り
が
大
切
で
す
。
赤
土
を

基
本
（
赤
土
に
は
雑
草
の
種

が
少
な
い
）
に
よ
く
発
酵
し

た
牛
糞
（
牛
は
草
食
の
た
め

種
や
菌
が
少
な
い
）
を
混
ぜ

た
も
の
が
お
す
す
め
。
野
菜

か
ら
果
樹
（
桃
、
梨
、
柿
）

作
り
に
変
わ
っ
た
の
は
、
野

菜
は
種
一
粒
か
ら
一
株
し
か

出
来
ま
せ
ん
が
果
樹
は
一
本

か
ら
10
個
、
50
個
、
１
０
０

個
と
年
々
実
を
増
や
す
楽
し

み
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
多

く
の
人
と
収
穫
の
喜
び
を
分

か
ち
合
う
の
が
又
楽
し
い
と

語
ら
れ
ま
す
。
こ
ん
な
梶
原

さ
ん
の
背
中
を
見
な
が
ら
四

人
の
息
子
さ
ん
達
は
後
を
継

ぐ
た
め
に
腕
を
磨
い
て
い
ま

す
。
野
菜
づ
く
り
も
家
づ
く

り
も
ご
相
談
下
さ
い
。 

1
０
９
４
３
―
２
３
―
１
５
４
４ 

梶原　末博 さん 
（62歳） 

名

人

 

　昔から、電話

が大好きです。

中学生のころか

らよく電話でお

しゃべりしてい

ました。日本に

来た17年前、携

帯電話が流行り

出して、ほしく

てたまらなかっ

た。今では、１日持っていない日はありません。

「iPhone」が登場して早速買いました。名前

からして「Phone」ただの電話だと思うでしょう。

電話の機能は「iPhone」の１つです。私の

iPhoneでこんなことができます。音楽を聞く

こと、友達にメールすること、小さい画面であ

りながら、インターネットでものを調べること、

有名なスターの活動をフォローすること（ツイ

ッターを通して）、車で待機している子供にゲ

ームさせること、生徒たちと教育的な英語ゲー

ムをさせること、写真をとって、自分のブログ

に載せたり、アメリカの家族に送ったりするこ

と、アメリカのラジオ番組をただで聞くこと、

ビデオをとって、インターネットに送って子供

の成長をママに見せること、車ナビのかわりに

つかうこと、などなど。電話でのおしゃべりは

あまりしません。逆に、WiFi（公衆無線）を

つかって、インターネットにつなぎます。

WiFiって、無料になりますからね。時間があ

れば試してみて下さい。　　　　　伊之坂ミキ 


